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 平素は格別のご高配を賜り心より御礼申し上げます。 

2023年南半球産について、ご報告申し上げます。 

 

① 不運な生産量激減 

▼アイランド 

2 月 6 日付レポートでもご紹介の通り、アイランドバルブがＮＺでの生産を

停止し、ＣＨのサザンバルブへ移転しましたが、今年は前年の半分程度の生

産しかなく、特にシベリアは 2021年 10月にオランダから運ばれた種球がチ

リに到着できない事故も影響し激減しています。(来年以降回復予定) 

▼バルディビア 

昨年の種球生産で、リンペン処理の失敗などがあり、十分な種球が生産でき

なかったため、八重も含め殆どの品種で 2023年産の定植が減少しました。 

加えて、減少を補完すべく期待されていた 2年栽培圃場が春に長い霜に遭い、

シベリア、バンドーム、ザンベジ、ペタカス、コンカドールなどで大きな被

害となりました。(バンドームは来年以降、Ｖ字回復予定) 

 

◇上記 2 社のアクシデントが

23 年南半球産で重なってしま

い、大幅に減少した昨年を更に

下回る供給になります。 

左表は、過去 3年の南半球産の

輸入球数と、予想される 23 年

産の球数をグラフにしたもの

です。 

 

青：当初心配された供給量 

オレンジ(太)：実際の見込み 

点線：21年と 22年の中間点 


